
令和７年度 第１回新津第一・第二圏域支え合いのしくみづくり会議 まとめ 

 
【日 時】令和７年７月１０日（木）10:00～11:30 

【会 場】新津地域交流センター（２０１・２０２研修室） 

【出席者】 

新津中央コミ協:鈴木健康福祉部員、新津西部コミ協:小松副会長、新津西部地区社協：内田会長、 

荻川コミ協:加納副会長、新津中央民協:吉川会長、新津西部地区民協:佐藤会長、荻川地区民協:横山副会長、 

あおば通町内会：田中会長、田家２丁目町内会：小野沢会長、包括新津:阿部管理者、 

秋葉区健康福祉課高齢介護担当:蕗谷主事（構成員）、今井係長（行政担当） 

秋葉区社協:秋山事務局長補佐（事務局）、岡村主査（第１層 SC）、佐藤副主査（地区担当）、加藤 SC 

 

１ 令和 6年度のふり返り 

テーマ①：緊急情報キットの活用方法について（緊急情報キット配布を手段とした「地域の見守り」を考える 

       ・もしもの備えを住民各自が行う 

       ・緊急情報キットの役割、情報の更新、記入の大切さの声かけをすることで住民同士がつながり、 

        見守りを広げる 

テーマ②：見守りにおける認知症の対応について 

       ・認知症になっても地域に住み続けられる地域づくり 

       ・認知症の正しい理解を広める 

テーマ③：相談窓口について／テーマ④：身寄り無しについて 

 

■テーマ①②をメインに、新津中央・新津西部・荻川の３地区別に、構成員とコミ協・地区社協との打合せ会議 

  を行い、具体的方法のアイディアに基づき、啓発及び実践している。 

■テーマ③：荻川地区全体、新津西部地区・美幸町が「相談先一覧表」を作成し全戸配布に取り組んだ。 

■テーマ④：包括新津が関わった身寄り無し世帯の現状を共有し、第１層協議体に課題提起した。 

 

〈今後について〉 

・テーマ①②については地域での日頃からの取り組みとして継続し、更に拡充をめざす。 

・テーマ③については荻川コミ協(担当：荻川地区社協)や美幸町の取り組みを参考に、新津中央地区及び 

新津西部地区全域への波及に向けて働きかけていく。 

 

※テーマ①～④の検討を終了とする。 

 

 

２ 令和７年度の取り組み 

テーマ：（普段の暮らしの困りごとの声をもとに生活支援に関する取り組みテーマを決定予定） 

新津中央 

 

〈買い物〉 

・買い物に困っているという声がある。 

・近くの店が無くなったので生協を活用している。 

 

〈除雪〉 

・除雪に困っている人の除雪をしているが、次々と一斉に要望が来ることが想定される為、 

検討が必要になってくる。 

 

〈よろず相談〉 

・「電気がつかない」など困った時に即対応した例あり。 

・困った時に町内会長に連絡できる体制がある。（民生委員と連携） 
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新津西部 

 

〈買い物・ゴミ出し〉 

・一人暮らしでやっと歩いている方が買い物やゴミ出しをどうしているかと心配である。 

 

〈除雪〉 

・町内会に除雪委員を配置し、困った時に相談できる体制を整えた。普段からの助け合いの意識

醸成が重要である。（美幸町） 

 

〈つながり・支え合い〉 

・子どもが集まる工夫をすることで、町内のふれあいを増やしていく。 

・町内行事から「支え合い・助け合い」の必要性を伝える。 

・となり近所が仲良くなるような町内会の取り組みが必要である。（孤独をつくらない） 

 

荻川 

 

〈買い物〉 

・移動スーパー「とくし丸」を活用している人がいる。 

 

〈ゴミ出し〉 

・自治会でゴミ出し支援をしている。現在少数だが冬に依頼が増える可能性があることと、今後

活動を維持できるか心配である。担い手の確保が課題。（こがね町） 

・ゴミ出し支援をしているが、町内会ではなく老人会が実施している。 

・ゴミ出し支援の登録や手続きが面倒である。ニーズに即対応できるものがあると良い。 

・高齢者２人世帯で困っている方がいる。 

 

〈話し相手〉 

・話し相手を求めている人がいる。 

 

〈よろず相談〉 

・町内会で月２．３回巡回している。（町内会長の顔を覚えてもらうことで相談しやすい関係作り） 

 また、敬老会で困りごとを聞いている。（あおば通） 

 

●荻川地区社協から生活支援について検討していきたいと伺っている。（推進員） 

 

圏域 

〈買い物・移動〉 

・介護サービスではない助け合いがあると良い。 

 

〈通院〉 

・受診の付き添い・介助を依頼できると良い。 

 
〈見守り〉 

・民生委員の友愛訪問でご本人が不在の際は包括新津へ連絡し、情報を共有している。 

・新聞、固定電話をやめる人が増え、安否確認がしづらい状況になってきている。 

 

【課題・疑問】 

・日頃の付き合いが無い人に対しての自然な助け合いは難しさがある。 

・となり近所の付き合いをどのようにしたら関係性を築けるか。 

・若い世代は近所との関わりを望んでいないのではないか。 

 

■今後どのように検討を進めていくかロードマップを推進員が作成し、次回の会議で提示する。 

体調が悪い時や困った時に、気軽に即

頼める単発の支援があると良い 

個人情報を出したくない人もいる。             

（包括新津） 


